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	応用
	抗原情報
	背景
	これは、ミトコンドリア呼吸鎖の一部であるユビキノール-シトクロム c 還元酵素複合体 (複合体 III またはシトクロム b-c1 複合体) の構成要素です。コアタンパク質 2 は複合体の組み立てに必要です。ユビキノール-シトクロム c 酸化還元酵素の構成要素であり、酸化的リン酸化を促進するミトコンドリア電子伝達系の一部であるマルチサブユニット膜貫通複合体です。呼吸鎖には、コハク酸脱水素酵素 (複合体 II、CII)、ユビキノール-シトクロム c 酸化還元酵素 (シトクロム b-c1 複合体、複合体 III、CIII)、およびシトクロム c 酸化酵素 (複合体 IV、CIV) の 3 つのマルチサブユニット複合体が含まれており、これらが協力して NADH およびコハク酸から生成された電子を分子状酸素に伝達し、膜貫通輸送および ATP 合成酵素を促進する内膜上の電気化学的勾配を作り出します。シトクロムb-c1複合体は、ユビキノールからシトクロムcへの電子伝達を触媒し、この酸化還元反応をミトコンドリア内膜を介したプロトンの転座と結び付けます。プロトンはキノール上の水素原子として膜を通過します。Qサイクルと呼ばれるこのプロセスでは、マトリックスから2つのプロトンが消費され、4つのプロトンが膜間腔に放出され、2つの電子がシトクロムcに渡されます（類似性による）。2つのコアサブユニットUQCRC1/QCR1とUQCRC2/QCR2は、それぞれ2つのミトコンドリアプロセッシングペプチダーゼ（MPP）サブユニットβ-MPPとα-MPPと相同性があり、MPPプロセッシング特性を保持していると考えられます（類似性による）。複合体 III に組み込まれると、UQCRFS1 を成熟した Rieske タンパク質とそのミトコンドリア標的配列 (MTS)/サブユニット 9 に in situ 処理することに関与している可能性があります (可能性が高い)。
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	(1) HEK293細胞溶解物、(2) マウス腎臓溶解物におけるUQCRC2発現のウエスタンブロット解析。

